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• 銀河を空間分解することでより物理の詳細に迫りたい
• 特にSED-fittingは多くの仮定のもとに成り立っており不定性が大きい
• Hα、Hβ輝線の情報も使ってより正確に見ていく

サンプル
• CANDLESとMUSEのデータからS/Nの大きい32の銀河を抽出
• 0.1<z<0.42
• 10^7.7 – 10^10.3 M_solar

• ダスト補正をすると傾きが
• ダストは中心領域で多く、
外側に向かって減少

• SEDではflat
• Hαでは傾き？

• 中心領域では早期にできた
星々

• 外側に比べてgas-rich
• Inside-out growthを暗示
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